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Ａ．研究目的 
 医師の時間外労働の上限規制が適用され
る2024年4月に向け、医師労働時間短縮計
画を作成する必要がある。医師の労働時間
の正確な把握と、医療従事者の合意形成の
もとでの業務の移管や共同化が求められる。 
本研究においては、1. 勤務医の労働時間の
実態と働き方に対する意識を把握する、2. 
医師業務で時間をとられている患者への説
明・同意書の作成を特定・抽出し、動画資
材の作成による業務負担軽減を図る、こと
を目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
1. 医師の働き方改革で必要なタスクシフテ
ィングにおいて、患者への説明、同意書取
得の補助となるような資材の作成（DVD・
動画の作成、予診に必要な情報収集のリス
ト化等）を行った。 
2. 資材の作成を行う上で、臨床現場におい
て各医師が説明と同意の取得に要する時間
がどの程度要されているのか、アンケート
調査内容について検討した。 
 
Ｃ．研究結果             
1.当科にて作成した患者への手術説明の動
画スライドを使用し、患者の理解を高める
試みを続けている。「食道がん胸腔鏡下食
道亜全摘術」、「胃がん腹腔鏡下幽門側胃
切除術」、「直腸がんロボット支援下直腸
低位前方切除術」を作成し、委員で共有し
て評価している。 
2. 医師の労働時間に対する意識改革を求め、
同意説明に要する時間の短縮を試み、1時間
弱かかっていた時間を15～20分程度に短縮 
 

 
 
することが可能になった。 
 
Ｄ．考察               
1. 患者および家族に繰り返し説明する基本的
な部分について、説明する医師の意識改革が
重要で、時間を短縮することに効果的である
こともわかった。15～20分を目途に基本的な
内容を繰り返し説明することで患者の理解度
も上がっている。作成した説明動画も補助的
に利用している。 
2. 現在の説明と同意の取得に要する時間を引
き続き調査・把握し、具体的な改善案を実行
してその後の時間短縮効果を確認していく。
更なる時間短縮と働き方の効率化を検討し、
医療の質を担保した上での、業務の効率化を
図っていきたい。 
 
Ｅ．結論 
 勤務医は過剰な労働時間を強いられており、
医師業務の移管や共同化が必要である。患者
への説明・同意について、汎用性の高い動画
資材の作成で医師業務の負担軽減を図ってい
く。 
 
Ｇ．研究発表 
1．論文発表 なし 
2．学会発表  

外科学会における働き方改革の取り組み、
掛地吉弘、第 123 回日本外科学会定期学
術集会、2023/4/27-4/29 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 なし 
2．実用新案登録 なし 
3．その他 なし

 
 
 
 
 

研究要旨 
医師業務の中で、患者への説明・同意書の作成に時間をとられており、特に検査や侵襲

的手技についてのものが多かった。汎用性の高い造影CT、上部消化管内視鏡検査、麻酔、
輸血、手術について動画資材を作成し、情報伝達効果と労働時間短縮効果を検討した。ま
た、医師の労働時間に対する意識改革も進めて、同意説明に要する時間の短縮も得られて
いる。 


